
Language, Feminist Research, and 
Society in the 1960s: 

Implications for Female Leadership
この度、カナダ・トロント大学の Bonnie McElhinny 先生を招いてセミナーを開催します。
1960年代のフェミニスト研究について、特に言語という観点から概観し、社会的文脈と学
問の関係性について考えるとともに、女性リーダーシップ研究への示唆を得ることを目的としま
す。ぜひご参加下さい。

日時：Tuesday, 7 May, 2019  15:30-17:00
場所： Rm.135, Main Building, Ochanomizu University

（お茶の水女子大学大学本館135室［カンファレンスルーム］）

文部科学省特別経費（国立大学機能強化分）
「グローバル女性リーダー育成カリキュラムに基づく教育実践と新たな女性リーダーシップ論の発信」

グローバルリーダーシップ研究所セミナー

お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所
http://www.cf.ocha.ac.jp/igl/

■司会：本林 響子（グローバルリーダーシップ研究所 ［基幹研究院人文科学系助教］）
■使用言語：英語
■参加対象：ご関心のある方はどなたでもご参加いただけます
（本学学生・教職員は申込不要。学外の方は件名を「5.7セミナー参加希望」とし、氏名を
明記の上、info-leader@cc.ocha.ac.jp 宛にお申込みください。）

Dr. Bonnie McElhinny
Principal, New College
Associate Professor, 
Department of Anthropology 
& Women & Gender Studies Institute,
University of Toronto

Areas of Expertise
Linguistic anthropology, feminist anthropology 

Research Keywords
Gender, socialization, ideology and political economy, 
stratified reproduction, work
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